
  

《
浄
土
真
宗
》 

 

浄
土
真
宗
で
は
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」、
ま
た
は
「
俱
會
一
處
」
と
刻
み
ま
す
。 

「
俱
會
處
」
と
は
、 

「
浄
土
の
仏
・
菩
薩
た
ち
と
一
処
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

俱
會
一
處 

南
無
阿
彌
陀
佛 

  

《
禅
宗(

臨
済
宗
・曹
洞
宗) 

》 

 

禅
宗
で
は
「南
無
釋
迦
牟
尼
佛
」
も
し
く
は
、
正
面
頂
部
に
○
（円
相
）を
刻
み
、
「
○
○
家
先
祖
代
々
」と
し
ま
す
。 

円
相
は
禅
宗
で
悟
り
の
象
徴
と
し
て
描
く
丸
い
形
で
、
心
性
の
完
全
円
満
を
表
し
て
い
ま
す
。 

◎
◯
○
家
先
祖
代
々 

南
無
釋
迦
牟
尼
佛 

  

《
日
蓮
宗
》 

 

 

日
蓮
宗
で
は
、
髭
題
目
で
「
何
妙
法
蓮
華
経
」、
正
面
頂
部
に
妙
法
を
刻
む
場
合
は
、
○
○
家
先
祖
代
々
と
し
ま
す
。 

妙
法
と
は
「
法
華
経
」
の
教
え
の
こ
と
で
、
最
も
す
ぐ
れ
た
正
し
い
仏
の
教
え
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

妙
法
○
○
家
先
祖
代
々 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 
 



  

《
浄
土
宗
》 

 

浄
土
宗
で
は
「南
無
阿
弥
陀
佛
」、
正
面
頂
部
に
梵
字
を
入
れ
る
場
合
は
「○
○
家
先
祖
代
々
」と
し
ま
す
。 

梵
字
は
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
「キ
リ
ー
ク
」を
入
れ
ま
す
。 

●
○
○
家
先
祖
代
々 

南
無
阿
弥
陀
佛 

  

《
天
台
宗
》 

 

天
台
宗
で
は
「南
無
阿
弥
陀
佛
」
、
梵
字
を
入
れ
る
場
合
は
○
○
家
先
祖
代
々
と
し
ま
す
。 

梵
字
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
「キ
リ
ー
ク
」
も
し
く
は
、
大
日
如
来
を
表
す
「ア
」を
入
れ
ま
す
。 

正
面
頂
部
に
「 

」ま
た
は
、
「 

」と
刻
み
、
○
○
家
先
祖
代
々
と
し
ま
す
。 

●
○
○
家
先
祖
代
々 

● 

○
○
家
先
祖
代
々 

南
無
阿
弥
陀
佛 

  
 



  

《
真
言
宗
》 

 

真
言
宗
で
は
「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」、
正
面
頂
部
に
梵
字
を
入
れ
る
場
合
は
「
◯
○
家
先
祖
代
々
」
と
し
ま
す
。 

梵
字
に
は
大
日
如
来
を
表
す
「
ア
」
を
入
れ
ま
す
。 

●
○
○
家
先
祖
代
々 

南
無
大
師
遍
照
金
剛 

  

《
神
道
》 

 

○
○
家
奥
都
城
・
奥
津
城
・
奥
城
と
あ
り
ど
れ
で
も
構
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

奥
津
城
（
お
く
つ
き
）
と
は
神
道
で｢

○
○
家
之
墓｣
と
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。 

○
○
家
奥
都
城 


